
 

 

 

 

 

 

令和３年度の幕開け 

全校が集い，新１年生を迎える

入学式とはなりませんでしたが，

保護者の皆様とＰＴＡ役員の皆

様，そして私たち職員に見守られ

る中，新１年生が仲間入りをする

素敵な入学式が行われました。 

翌日からは，大きなランドセル

を背負い，大好きな家族に「いってらっしゃい」と見送られながら，自らの足で学校

へと向かう『自力通学』も，早速始まりました。新型コロナウイルス感染症の終息は

まだまだ見えませんが，大切な子どもたちと，職員も共に，“１２色の暮らし”を創

っていきます。よろしくおねがいします。 

入学式の前に行われた，前期始業式の小池副校長先生のお話をお伝えします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

『探究の旅に出かけよう』 ～小池副校長先生から～ 
 

さて，今日から令和３年度附属長野小学校の前期が始まります。それ

ぞれ皆さんが１つずつ進級しました。よかったですね。新しい先生もお

見えになりました。４年生はクラスも変わりました。この後で，担任の

先生も発表します。気持ちを新たにして，新たな出会いの中で，自分の

中に今年１年のめあてが浮かんできたのではないでしょうか。さわやか

な風に吹かれながら，新しい自分を発見してほしいと思います。 

始業式のあと，１年生が７４名入学します。また，附属小学校に転校

してきた４人のお友達もいます。全校４４２名で附属長野小学校は出発

します。１年生や転校してきたお友達のこと，よろしく頼みますね。 

皆さんと一緒に進級したト

カちゃん，トットとララ，よ

つばちゃん，しゅん君。それ

と，昨年度から「もう一人」

皆さんのお仲間になった「シ

ャノン」ちゃんもいますよ。 

信州大学教育学部附属長野小学校学校だより           
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シャノンちゃんは校長室にいま

すが，昨年の６年２組さんが，

シャノンちゃんをくれたアメリ

カのギューリックさんにお礼が

したい，そこで考えたのがアマ

ビエ人形。新型コロナウイルス

感染症がはやく治まってほしい

という願いを込めて，アマビエ

人形を贈りました。そのお人形

さんはアメリカの学校に届けられる予定だそうです。シャノンちゃんか

ら始まった友情の輪が広がってきましたね。 

さて，ちょっと思い出してみましょう。昨年度は新型コロナウイルス

の流行で，次のことをやってきましたね。 

〇 感染予防，新型コロナウイルス感染症にかからないようにすること 

〇 学びを続ける工夫 

〇 感謝と思いやりの生活 

１年間本当によくがんばりましたね。このことは，これからも大切に

しながらやっていきましょう。皆さんも先生も同じ問題を抱えて，同じ

時代に生きている。実は皆さんの方が鋭く感じ取っているということが

ある。問題だなと思うことがあったら，教えてほしいと思います。 

そして，３月 16 日に自分の成長を自分自身で振り返ってみました。 

 

・感謝の心が育った ・思いやりの心が育った  

・友だちといっしょに協力して行う楽しさが大きくなった  

・友だちのことをもっと好きになった  

・できないことができるようになった 

・わからないことがわかるようになった 

・自分らしさに気づいた ・好きなことが見つかった  

・自分の弱点を見つけた  ・苦手に気づいた   

・苦手だと思っていたけど今はちがう 

・自分の意外な才能に気づいた ・夢中になって取り組めた など 

 

 でも，今はどうかな。３月 16日の自分のままだろうか。人間は絶え

ず変わっていくので，その時のそのままではいられない。３月 16 日と

４月６日では心も体も同じではない。20 日間を超える間に人間は変わっ

ていく。よくなっているかもしれないし，そうでないかもしれない。 



 今日はそういうことを考え

る日です。もう一度気持ちを

入れ直した方がいいのか，こ

のままでいいのか。自分を振

り返りつつ，まわりを見渡し

てみましょう。友だちがい

る。仲間がいる。先生がい

る。お家の人がいる。 

少しお休みが入ったけれ

ど，また大きく帆を張って，探究の旅に出かけよう。そのゆく手には，

“誰も見たことのない世界”がきっと待っている。 

 探究の旅は始まったばかりだ。 

Best wishes for a happy and healthy year. 
 （訳：幸せで健康な一年でありますように願っています。） 

ギューリックさんより 

以上で，私から話を終わります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

先生たちも 自己紹介 ～子どもたちとの出会いの場面～ 

 始業式での担任発表の後，それぞれの学級

で，今年度最初の『学級の時間』が始まりまし

た。２年生と４年生の４クラス（入学式後の１

年生も含めると６クラス）が初めての学活とな

りました。クラス自体は変わらずに担任の先生

が変わった学級もあったので，先生自身が“わ

たしを伝える”時間となりました。 

 写真は２年２組の様子です。「あ」「ら」

「い」「ゆ」「う」「た」（新井雄太）の６文字で，“わたし”を伝えていまし

た。 

 「ら」いしゅうには、三十？才になるよ 

 「い」つでも本気！先生は本気が大好き 

「た」のしい二年二組にしようね 

 短冊を示しつつも，新井先生自身の言葉で，内にある思いを，願いを，子どもた

ちに届けていました。聞く子どもたちは，時に盛り上がりながら，新しい先生その

ものを感じ取っていました。 

 入学式の翌日の休み時間でのこと。ヤギのトカちゃん一家のお世話を終えた，妹

が入学した２年１組の吉田Ａさんと，こんな会話をしました。 

 

 



 わたし：Ａさん，妹が入学したね 

 Ａさん：そうだよ。２組だよ。○○って名前だよ。先生の自己紹介，お気に入り

だって 

 わたし：教頭先生も一緒に聞いてたよ 

 Ａさん：名前当てクイズをしたんだよ。①桃太郎 ②金太郎 ③功太郎って。す

ごくおもしろくて，桃太郎ってところがお気に入りみたい 

 わたし：教頭先生も聞いていたよ。おもしろかったよ 

 Ａさん：それからね，功太郎先生は青い服を着るんだって。目立つからだって 

 わたし：担任の先生がどこにいるか，分かるようにするためなんだって 

 Ａさん：昨日，家でずっとこのこと話していたよ 

 

 妹の新しい先生も気になるＡさん。そして妹が話す話題で，新しい先生を感じる

家族。直（じか）にだけではなく，妹が語る“お便り”で，今日の出来事を感じ

る。「素敵な場面，素敵な家族だなあ」と感じました。 

 週末には，各学年からお便りが届きます。この『途上』も定期的にお届けします

が，子どもが語る“お便り”からも，学校のこと，学級のこと，友だちのこと，先

生のこと，知っていただければと思います。 

  

ALTの先生方をご紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆ナナミ アレクサンドレイ先生              ☆チェイス カクミス先生 

＊大切なお知らせ＊ 
１ 携帯電話の連絡網システム登録について 

  昨日 17 時 20 分に，登録完了の確認メールをしました。メールが届いていない方は『未

登録』となっています。お手数おかけしますが，登録の手続きを必ず行うようにしてくだ

さい。 

２ 新型コロナウイルス感染症の感染防止のお知らせ 

（１） 昨日のメールでもお伝えしましたが，お子様だけでなく，同居の皆様全員の健康観

察をお願いします。なお，発熱などの風邪症状がある場合には，登校を見合わせる

ようにお願いします。 

（２） 同居家族が PCR検査を受けた場合には，必ず学校へ連絡をください。その場合にも，

検査結果で『陰性』と判明するまでの間は，お子様の登校を控えていただくようお

願いします。 

  

セブ島（フィリピン中部）と

いう美しい街の出身です。料

理に読書、お友だちと遊ぶこ

とが大好き。そして，英語を

教えることも大好き。みんな

と授業をするのことを楽し

みにしています。 

アメリカのテキサス出身で

す。食べることやゲームをす

ること，家族と過ごすことが

大好きです。裾花小学校に娘

（10 才）が通っています。

みんなと英語ができること，

とても楽しみにしています。 


